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               審   査   の   要   旨 
 花色変化が、どのように分類群をまたいで進化してきたのかを明らかにするためには、ポリネ
ーターの特定が重要な課題となる。第１章では変化型、不変型がポテンシャルとしてどのような
ポリネーターに対して有効な戦略となっているのかを明らかにしている。一方第２章では、対象
植物の生息地におけるポリネーターを明らかにしている。特筆すべきなのは、それが従来の静的
なポリネーター種のリスト作りとは大きく異なり、ポリネーターの訪花行動に着目した動的なリ
スト作りになっている点である。特に、同一分類群に属するポリネーター種が、植物の生息地の
状況に柔軟に対応しながら、学習能力を使ったり、使わなかったりすることを、世界で初めて示
している。この発見は、花色変化に留まらず、動物媒植物の花の送粉に関わる形質の進化を、ポ
リネーターとの相互作用で解析する場合に、新しい視点を与えるものである。 
平成２７年１２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審
査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行っ
た。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
